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福山大学では、学生の主体的な学修及び教育研究活動の深化，またそれらを地域連携の中

で展開することを期し，平成２４年度から「教育振興助成金」（平成２６年度からは学長室

予算）を創設しました。本助成金は学長の直轄予算として新設されたものであり，令和 3 年

度も，「特色ある教育方法の開発に対する取組」と「学生の参加する社会連携活動に対する

取組」の２分野について 18 のテーマに沿った個人及びグループによる研究が募集され、前

者で 5 テーマ、後者で 2 テーマが採択されました。令和 3 年度で第 10 回となり、その実践

報告集「第 10 集」が刊行される運びとなりました。コロナ禍の影響で、遠隔授業が多く実

施されていることもあり、オンライン学習や e ラーニング教材開発など ICT 関連の取り組

みが増えています。１年間にわたって精力的な 取組をしていただいた先生方のご努力に対

し、心より感謝申し上げます。   
近年の大学改革の諸動向は、当然のことながらも教員自身に対して、教授内容とその方法

についての意識変革を求めてきました。「大学教育の質保証」、「アクティブ・ラーニング」、

「学修者本位の教育への転換」等の概念が、ごく一般的なものとして広く現場に普及してき

ました。さらに、コロナ禍の影響は大きく、コロナ禍に適応するための有力な手段の一つと

して ICT 技術を用いた遠隔授業が否応なしに導入されることになり、わずか数か月で授業

風景は一変しました。遠隔授業は、これまで行ってきた対面授業とはまったく異質なもので

あり、相当な準備が求められます。また、これまでの大学教育は知識の伝達に比重が置かれ

てきましたが、これからは異なる分野の学生や社会人を交えて多面的に知識を組み合わせ

て知恵を創り出す学修者本位の学びの仕組みへと重心移動が進んでいきながら、大学教育

のデジタルトランスフォーメーション（DX 化）が加速されていくと思われます。 
本学でも ICT 利用に関する FD・SD 研修を通してこれらに関する理解の深化を図って

います。一定のエビデンスに依拠した発展性を内包する実践と成果を鮮明に可視化し、われ

われ教員自身の「アクティブ・ラーニング」を高度化するためにも、さらにそのことを通し

て本学の教育改革に豊かさを生み出すためにも、この報告集を有効に活用していただけれ

ばと思います。内容等にご興味等を持たれたら、直接研究者にお問い合わせくださるようお

願いします。この報告集があらゆる場面で有効に活用されることを願っています。また、こ

れまでの報告書は本学ＨＰの「教育助成金報告書」に掲載していますのでご参照いただけれ

ば幸いです。 
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1 クラウドソーシングサービスを利用した卒業研究のオンライン対応に関する実践的

授業の実施 

所属  人間文化学部心理学科 

職名  准教授 

氏名  宮﨑 由樹 

（成果の概要） 

1. 本課題の背景 

COVID-19 感染拡大により，2020 年度に続き，2021 年度も多くの大学で遠隔授業の実施を余

儀なくされた。福山大学においても，講義形式の授業を中心に遠隔授業が実施された。2020 年度

の経験が生かされ，全ての授業が遠隔授業 (または，部分的な対面授業，収束時の対面での補

講等) で滞りなく実施されたものの，「卒業研究」のように対応が難しい科目もあった。特に，心理

学のようにヒトを対象とした対面での実験室実験・集合調査を一般的な研究手法として用いる分野

では，今までの方法が使用できない事態に陥った。こうした経緯や，COVID-19 の収束/拡大のタ

イミングの予測が難しいこと，ワクチン接種の有効性は将来生じうる変異株に対しては明確ではな

いことから (Centers for Disease Control and Prevention, 2021)，心理学の「卒業研究」において，

ヒトを対象とした対面での実験や調査に代わる新しい研究手法を模索・検討していくことは，

COVID-19 下において重要である。 

 

2. 昨年度の取り組みで見つかった課題 

 インターネットの普及に伴い，ウェブブラウザを利用して心理実験 (以下，オンライン実験) や心

理調査 (以下，オンライン調査) を実施する機会が多くなった。近年では，オンライン実験・調査の

信頼性や妥当性を検証する研究も多数行われており，実施に際しての留意事項も蓄積されてきた。

さまざまな認知課題 (例えば，視覚探索課題 Chetverikov & Upravitelev, 2016，サイモン課題や

フランカー課題 Crump et al., 2013) の結果が，実験室実験とオンライン実験で類似していることを

報告した研究，それを日本人を対象に調べた研究 (Majima, 2017; Majima et al., 2017) など，信

頼性や妥当性に関する多様な検証も行われてきた。幾つか留意すべき点もあるが (e.g., 黒木, 

2020; 三浦, 2020; Oppenheimer et al., 2009)，総じてオンライン実験・調査の有用性が報告されて

おり，うまく活用することで，「卒業研究」の遠隔的な実施に適用できる。 

事実，申請者は 2020 年度より「卒業研究」の遠隔対応に向けた取り組みを進め，遠隔的に卒業

研究を実施できることを示した。2020 年度の教育振興助成の下で，「卒業研究」のデータ取得のフ

ェーズでクラウドソーシングサービスを活用し，研究内容に依存するところもあるが，「卒業研究」を

オンラインで実施できることを申請者は実証した (福山大学教育振興助成金活用研究 実践報告

集【第 9 集】 pp. 1–6)。 

ただし，その取り組みの中でいくつかの課題も見つかった。主要な課題を 2 つ挙げる。第 1 に，

2020 年度の取り組みでは，多種のオンライン実験・調査ツールを用いたことで (Google Forms，
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SurveyMonkey，および Yahoo!クラウドソーシングのアンケートツール)，利用ツールの初期導入の

際に，申請者が受講者一人ひとりに個別指導しなくてはならなかった点がある。これでは，受講者

人数に応じて「卒業研究」指導者側のエフォートが加算的に増加するため，この指導方法の見直し

を本課題では行った。具体的には，2021 年度は，オンライン実験・調査プラットフォーム Qualtrics 

(http://www.qualtrics.com/) を心理学科に新規に導入し，このツールに一本化した。Qualtrics は，

教育・研究・ビジネスなど，多用な分野・場面で，国際的に使われているツールである。使用ツール

をこの Qualtrics に絞り，使用方法の説明会を実施するとともに，Slack を使ってサポート用のチャッ

ト環境を構築することとした。第 2 に，2020 年度の取り組みは，COVID-19 下における緊急対応と

いう意味合いを持つものだった点である。2021 年度の取り組みでは，取り組み成果を COVID-19

終息後にも活用できるようにすること，成果の持続化に向けた検討を進めた。具体的には，

Qualtrics に関する教材作成と，学科予算としてクラウドソーシングサービス利用費を新規に申請す

ることを計画した。 

  

3. 本課題の主要な目的 

 本課題の目的は，2020 年度に続いて，クラウドソーシングサービスを利用した「卒業研究」のオン

ライン対応に関する実践実習を実施することである。またそれだけではなく，COVID-19 終息後に

も活用できる知見・教材を蓄積することも目的した。具体的には，Qualtrics の使用方法を解説する

教材 (PowerPoint 資料と YouTube 動画) の作成，Slack を利用した Qualtrics の使用に関するサ

ポート体制の構築を目指した。また，2022年度以降の学科全体への波及を目指して，2022年度予

算として，Qualtrics の学科ライセンス契約費とクラウドソーシングサービス利用費を申請することとし

た。 

 

4. 本課題の実践方法 

 本課題は 2021 年度の認知心理学課題実習 (3 年次の選択必修科目)，認知心理学専門ゼミ (4

年次の選択必修科目) の履修者 14 名を対象に実施した。これらの科目は 3・4 年次の専門のゼミ

ナールで，卒業研究に関係する課題や研究に取り組む科目である。そのため，これらの科目で課

題を実施することとした。ただし，対面で実験する外ない研究テーマの履修者は，本課題の対象外

とした。こうした履修者は，感染防止対策を徹底した上で，対面実験を行った。最終的に，7 名を本

課題の対象者とした (厳密には，別の 4 名もクラウドソーシングサービスを使ってオンライン調査・

実験を行ったが，本課題の予算を超過したため，その 4 名は個人研究費等で実施した)。 

オンライン実験・調査の計画は，申請者と履修者が個別にやり取りをして立案した。オンライン実

験・調査のための質問票や実験画面は，Qualtricsを用いて，履修者が作成した。Qualtricsの操作

方法はオンライン説明会で伝えた (Figure 1)。また，その動画を YouTube に公開し復習できるよう

にした。さらに，PowerPoint 資料は申請者のホームページに公開し，他教員が自由にダウンロード

して活用できるようにした (PowerPoint 資料を PDF に変換したものを報告書の最後に添付した)。

その他，Slack で質問用チャンネルを作成し，操作方法のサポート体制も構築した (Figure 2)。研

http://www.qualtrics.com/
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究の参加者は，クラウドソーシングサービス (クラウドワークス社および Yahoo!クラウドソーシング社) 

を利用して募集した。クラウドソーシングサービスの利用時の実験・調査の登録は申請者が行った。

なお，オンライン実験・調査の実施の前には，心理学科における規定の倫理審査を受けた。 

 

Figure 1. Qualtrics のオンライン説明会のオンデマンド動画 (参照:  
https://y38zaki.weebly.com/3603926009.html): 説明会の動画は

YouTube にアップし復習できるようにした。また，説明会の

PowerPoint 資料を申請者のホームページに公開し，他教員も自由に利

用できるようにした。 

Figure 2. Slack を活用した Qualtrics のサポート体制  

https://y38zaki.weebly.com/3603926009.html
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5. 本課題の成果 

 2020 年度の課題と同様に本課題においても，対象者 7 名全員がクラウドソーシングサービスを利

用したオンライン実験・調査を実施することができた。つまり本取り組みの再現性を確認できた。ま

た，それらの研究は 2019 年度までの「卒業研究」と比較しても，研究の水準を全く落とすことなく実

施することができていた (参考として 4 名の研究の抄録を報告書の最後に添付した)。 

 今年度新たに，COVID-19 終息後にも活用できる，Qualtrics の使用方法を解説する教材 

(PowerPoint 資料と YouTube 動画) 作成，Qualtrics の使用に関するサポート体制の構築 (Slack) 

も行った。こうした教材とサポート体制によって，個別指導の必要なく学生は Qualtrics を使ったオ

ンライン質問票やオンライン実験画面を作成できるようになった。また，履修者間で相互に教えあう

姿も見られた。さらに，作成した教材は申請者のホームページで公開し，学内者だけではなく学外

者も自由に改変して活用できるようにした。このようなオープン・エデュケーションの理念に沿った

取り組みにもつなげた。 

 その他，2022 年度予算として，Qualtrics の学科ライセンス契約費とクラウドソーシングサービス利

用費の予算申請も行った。後者に関しては，心理学科の 10 研究室のうち，クラウドソーシングサー

ビスの利用を希望した 8 研究室の教員と協議し，2022 年度の利用費用を予算計上した。この 8 研

究室の教員の Yahoo!クラウドソーシングサービスとクラウドワークス社のアカウントも申請者が既に

作成済みである。このように，2022 年度以降の学科全体への広がりも期待される。 

 

6. 次年度の課題 

本課題の成果をさらに発展させるために，2022 年度の教育振興助成課題として，海外のクラウ

ドソーシングサービス (Amazon Mechanical Turk や Prolific 等) の利用可能性を検討する (申請

書は現在準備中である)。こうした海外のクラウドソーシングサービスを使用し，「卒業研究」にて国

際比較研究を可能にすることで，本学の教育・研究の水準向上に貢献したい。 

 

7. 付記 

本報告書の記載内容の一部は「福山大学教育振興助成金活用研究 実践報告集【第9集】 pp. 

1–6」より転載した。 
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２ SNS とクラウド共有システムを活用したオンライン学習：公認心理師国家試験合格

率の向上を目指して 

所属  人間文化学部心理学科 

職名  助手 

氏名  高野 裕太 

（成果の概要） 

本申請課題の背景 

公認心理師資格を取得するための代表的なルートは，大学 4 年間＋大学院 2 年間の合計 6

年間修了後に国家試験を受験するルートである。6 年間は，医師，歯科医師，薬剤師と同様の修

業期間である。公認心理師国家試験の難易度は高いとされてきたが（2018 年度の合格率 79.1%，

2019 年の合格率 46.4%，2020 年の合格率 53.4%），公認心理師対応カリキュラムを修了した者の

受験が 2020 年度から始まり，カリキュラム修了者の合格率は 81.0%であり，全体の合格率 53.4%を

大きく上回った。このことから，公認心理師を志す学生および保証人が，公認心理師国家試験の

合格率を大学および大学院を選択する基準の一つとすることは明らかであり，国家試験対策のニ

ーズは確実に増加すると考えられる。 

 

教授方法による学習効果の違い 

 新型コロナウイルス感染症（以下，COVID-19 とする）の影響を受け，わが国では新しい講義形

態として，オンライン講義が急速に普及した。オンライン講義は新しい講義形態のように感じるが，

海外では既に展開されており，学習効果のエビデンスが蓄積されている。教育システムとしてのマ

ルチメディアの利用を調べたシステマティックレビューでは，ビデオと音声テキストが利用される割

合が最も高いことが報告されている[1]。教員の顔が映っているビデオと教員の顔が映っていない

ビデオでは学習成績に違いはないものの，教員の顔が映っているビデオでは講義内容が「役に立

った・有用であった」との回答が多くなるが，教員の顔が映っていないビデオでは講義内容が「退

屈だった」等のネガティブな回答が多くなることが明らかにされている[2]。さらに，受講学生のビデ

オ視聴中の視線を追跡した結果，スライドよりも教員の顔に注目していることが明らかにされている

[2]。以上のことから，オンライン講義において学生の学習効果を高める要因としては，テキスト，音

声の二つが必須であると考えられる。さらに，講義内容に対する学生の主観的な満足感を向上さ

せるためには，教員の顔出し映像が必要であると考えられる。教員の顔出し映像の場合には，スラ

イド情報を要点のみに限定する等の工夫ができると考えられる。 

学生の学習効果を高めるオンライン学習の方法についてもシステマティックレビューが実施され

ている。その結果，最も有効な方法は協同学習であり，71%の研究で学習における望ましい効果が

あることが確認されている[3]。オンライン学習における協同学習としてクラウド共有システムを活用

することで実施可能であることが報告されている[4]。COVID-19 の終息時期が予測できない現状

であっても，クラウド共有システムを活用することで協同学習を行うことは可能であり，学習効果も高

いと考えられる。 
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学習成績を高めるためには提供方法だけではなく，講義で扱うテーマを実際の臨床場面に近

づけられるかが重要である。専門職養成においては，講義ベースよりも症例ベースの教育を学生

は好み[5]，学習成績が良くなる[6]。このことから，専門職養成において，臨床場面の症例をベー

スとしたテーマを扱うことが重要であると考えられる。 

 

本申請課題の目的 

本申請課題の目的は，人間科学研究科の大学院生及び修了生を対象とし，臨床場面をベース

としたテーマを扱うオンライン講義動画とクラウド共有システムを活用した協同学習を用いて，福山

大学の公認心理師国家試験合格率を高めることであった。 

 

本申請課題の実施方法 

 オンライン講義動画は臨床場面の症例をベースとしたものとする。具体的には，うつ病・不安症な

どのカウンセリング，うつ病・不安症などのアセスメント方法，自傷行為・自殺企図がある者への対

応方法等の出題頻度が高いものに焦点を当てた。 

 協同学習では，Slack を利用し，模擬問題に対する回答を参加者で共有および議論することとし

た。 

 

本申請課題の実施結果 

 オンライン講義動画に関しては，うつ病の概要とアセスメント方法，不安症の概要とアセスメント方

法，強迫症の概要とアセスメント方法，統合失調症の概要とアセスメント方法，自傷行為・自殺企図

がある者への対応方法に関する動画を 7 本作成することができた。視聴した学生からは Kizilcec

ら[2]の報告であげられている「役に立った・有用であった」に関連するフィードバックが得られた。こ

のことから，オンライン講義動画の作成に関しては，当初想定された成果を得られたと考えられる。

オンライン講義動画では，①話し手がメインとなるようにし，要点を箇条書きにすること，②箇条書き

が難しい場合には，話し手が話したことをテロップにすること，③動画の時間が長くなると飽きてしま

うことを考慮し，約 10 分間の動画とすることの三点に気をつけた。 

オンライン講義動画は当初想定された成果を得られたが，Slack での協同学習は実施を見送っ

た。当初は，動画配信に対する感想や意見を YouTube のコメント機能や Slack に投稿するように

求める予定であった。しかし，想定したような活発な意見投稿はみられなかった。そのため，模擬問

題を利用した協同学習は実施しなかった。 

  

本申請課題の有用性と適用範囲 

 オンライン講義動画に関しては，当初想定された成果を得ることができたことで，公認心理師養

成においても講義ベースよりも症例ベースの教育が多く実施されていくことが期待される。 

要点だけを箇条書きで示し，話し手の顔がメインで映っている動画は，主観的な満足感を高める

ことができる。心理学科 FD 研修ではコンテンツ疲れによる倍速再生などの問題が挙げられた。マ
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ルチメディア教材を 2 倍速で再生した場合には理解度が著しく低下する[7]。本申請課題の取り組

みが，コンテンツ疲れや倍速再生の問題の解決の糸口になることが期待される。 

 一方で，10 分間に 90 分の講義内容を凝縮することは無理があるだろう。そのため，動画を作成

するのであれば，重要度の高いもの，繰り返しの説明が必要になるもの，長期的な利用が可能なも

のなど，一度作成した後に繰り返し使用できるものに限定する必要があると考えられる。 

  

本申請課題の実施者 

高 野 裕 太 助手（代表者） 

日下部 典 子 教授（分担者） 

武 田 知 也 講師（分担者） 

中 野 美 奈 講師（分担者） 
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３ 初修中国語履修学生のための受容語彙リストを用いた e ラーニング教材開発 

 

所属  大学教育センター 

職名  准教授 

氏名  劉  国彬 

職名  助教 

氏名  記谷 康之 

（成果の概要） 

1. 本課題の背景と目的 

本研究の目的は、HSK3 級の必要語彙 600 語を中心に、e ラーニングシステムを使い、中国語

を履修する学生の語彙力を向上させる教材を開発することである。 

Laufer and Goldstein(2004)によると、語彙知識は受容語彙と産出語彙とに分けられ、受容語

彙はリーディングやリスニングに使用するものであり、スピーキングやライティングはそれと対立し

たものとして産出語彙と定義されるとしている。現在実施されているHSK3級は、リスニング、読解、

作文から構成され、いずれも受容語彙の習得であり、本研究はこの分類に従い、学習の初期段

階で学習効果の大きい受容語彙知識を扱うものである。 

e ラーニングによる語彙習得学習においては、中国語語彙学習オンラインというウェブページで

教材の開発が進んでいる。主なものとして、関西大学中国語教材研究会により制作された「中国語

学習ジャーナル」があり、その項目の一つの「学習素材」には、「HSK3.0 単語一覧とネット辞書」と

いう中国語教育フリー素材がある。また、2020 年 2 月に愛知大学中日大辞典編纂所により制作さ

れた「中国語語彙データベース」という公開された資料がある。しかし、いずれも単語の定着可能

性が高いと考える例文がこれらの教材では使われていない。加えて単語の提示がアルファベット順

であり、学習者には退屈に感じられる可能性があると考えられる。 

したがって、本研究は、中国語履修学生が単語学習に際して退屈を感じないで学習意欲を継

続させること、および HSK3 級語彙表に示される単語をもとに、語彙として定着するように関連性の

ある状況を設定し例文を策定することを目標にした。 

 

2．語彙学習教材開発の方法 

教材の作成には、中国語と日本語を使う。中国語で提示する部分と日本語で提示する部分とは

話者を変えると学習者が聞き取りやすくなる。加えて効率よく記銘することができるように、本教材

は単語と場面の両方を考慮し、単語だけの教材と対話を含めた教材とを作成した。 

具体的には、語彙を増やすための方法として、フラッシュカードによる学習を行い、加えて単語

習得状況の記録と学習支援には学習管理システム(LMS)を利用し、学習進捗を確認し適切な学習

支援が実施できるようにした。 

フラッシュカードは中国語と日本語訳とを連合させて単語の習得を進めるものである。本研究で

はスマートフォンやパソコンを使用し、文字による単語の提示に加えて、音声の提示も行い、視覚と
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聴覚の両方を使用して、記憶の定着を促す。HSK3 級で使用される単語によるフラッシュカードお

よび単語を含む対話形式によるフラッシュカードを作成する。対話形式として作成した教材の場面

設定は、二人の日常的な対話形式とし、単語が対話状況との関連で記憶が促されるように考慮す

る。 

フラッシュカードは e ラーニングシステムで作成する。本研究では、語学教育で実績のある

Quizlet を用いた。これを使用する理由は、Quizlet はオンラインで単語習得学習のできる情報サ

ービスであり、ユーザ登録を行うと教材を作成することができるからである。また教師モードと学習

者モードがあり、教師モードで作成した教材はユーザ登録なしで使うことができる。なお学習者もユ

ーザ登録を行うと学習記録を保存することができる。Quizlet の特徴の一つは音声を取り扱う教材

が作成できることであり、コンピュータによる合成音声を特別な手続きなしで使うことができる。本研

究では録音音声との比較のため Quizlet では合成音声の機能を使用した。 

 

2-1.教材の作成 

1)単語リストの作成 

現在実施している HSK 資格試験の語彙要求で 3 級は 600 語である。教材に使用する単語は

「新 HSK(三級)語彙表(中国語－日本語)」をもとに、HSK3 級の対象となっている 600 語を選定し

た。選定した単語は中国語、ピンイン、日本語訳を表形式にまとめ単語リストを作成した。 

 

2)対話文の作成 

作成した単語リストを使い、一単語ごとに各単語を含む対話文を作成した。単語を含む対話文

の例を図 2 に示す。 

 

 図 2 単語リストにもとづく各単語を含む対話文(例) 

 

3)Quizlet への適用 

Quizlet で教材を作成し、学習者に提供するためにはユーザ登録を行う必要がある。ユーザ登

録を行った後、本研究で用いる教材を提供するために「HSK 受験対策学習(2021)」という名前でク

ラスを作成した。このクラスに「HSK3 級用単語版」、「HSK3 級用対話版」という名前で学習セットを

作成し、教材コンテンツを構成した。「HSK3 級用単語版」には、600 単語のそれぞれ中国語、ピン
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インと日本語訳のセットを、そして「HSK3 級用対話版」には 600 単語の対話文のセットを構成し

た。図 3 は「HSK3 級用対話版」への適用例である。 

 

 

図 3 教材コンテンツの構成(「HSK3 級用対話版」への適用) 

 

教材コンテンツを構成した後、学習セット(単語カード機能)を使用するとフラッシュカードとして、

中国語と日本語訳の各面をクリックして内容を確認することができる(図 4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 学習セット(単語カード)の表示例(「HSK3 級用対話版」への適用) 

 

4)単語、対話文、発音記号および音声提示の正確性の確認 

教材コンテンツの適用が完了したら、単語・対話文・発音記号の表示、音声提示が正確であるか

どうかについて確認を行った。表示に関しては「新 HSK(三級)語彙表(中国語－日本語)」をもとに

単語および発音記号を調べ、表記に問題ないことを確認した。また音声提示については、一部の

対話文に声調の異なる合成音声が確認できたため対話文を変更して正確な発音で提示されるよう

に修正した。 

加えて音声提示については、著者らとは別に中国語教育を専門に行う 4 人の教員に協力を得

て教材コンテンツについて評価させ、次の質問の回答を得た。「録音したものと比べて、音声が聞

き取りやすいですか」との質問に 4 人全員が「聞き取りやすい」と回答した。また「中国語の発音の
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正確さについて問題はありませんか」との質問には 4 人全員が「正確である」と回答した。「教材コ

ンテンツの音声の提示で気になった点」については 3 人から音声の速度について速いとの回答が

あった。 

以上の結果から本研究の教材コンテンツについて、教材内容の正確性については問題がない

ことを確認した。Quizlet の音声提示には速度調節のオプション設定で「ノーマル」と「スロー」を選

択することができる。音声の速度については、学習者にこのオプション設定を示す対応をとる。 

 

2-2.学習管理システムと教材の使用方法 

学習管理システム(LMS)は、本学で使用している LMS であるセレッソを使用した。教材の提示や

小テストの実施など学習支援をセレッソで行う。教材はセレッソから Quizlet にアクセスして使用さ

せた。本研究では著者が担当する 2021 年度「中級中国語Ⅰ」「中級中国語Ⅱ」の受講者に協力を

得て、HSK3 級の語彙レベルをめざした学習を進めるため教材を使用させた。教材は学習者に次

の手順により使用させた。 

 

1)Quizlet への登録 

受講者にはセレッソのコースニュースを通じて Quizlet の概要と学習方法について資料を掲示

し、Quizlet への登録を求めた。手順にしたがってユーザ登録を行った後、すでに作成している

「HSK 受験対策学習(2021)」クラスへの登録を行った。クラスの登録が完了すると、学習セットに作

成済みの教材が表示される(図 5)。このクラスへは 18 名が登録した。 

 

  
 図 5 Quizlet のクラス「HSK 受験対策学習(2021)」および学習セット 

 

2)教材の使用 

 学習セットから教材を選択すると、学習ツールやゲーム機能を選択する画面が表示される(図
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6)。学習ツールの一部を紹介すると、「単語カード」はフラッシュカードのツールである。一面は中国

語の単語の表示と音声の提示がなされる。カードの上をクリックすると表示面が変わり日本語訳の

表示と訳文の音声提示がなされる。「学習」は中国語から日本語訳を複数の選択肢から選びなが

ら単語習得を進めるツールである。日本語訳から中国語を選択することもできる。「テスト」はツール

で学習した単語を小テスト形式で習得状況を確かめるツールである。Quizlet では複数のツールで

単語習得を多面的に学習することができる。 

 

   

 

図 6 学習ツールの選択画面(左)とツール「学習」の一例(右) 
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3.語彙学習教材の検証 

 

語彙学習教材の内容への印象と教材の使用状況について、教材使用後に学習者がどのような

印象をもったかを検証するためアンケートを実施した。回答者数は名であった。 

 

3-1.学習者による教材内容の印象 

学習者による教材内容についての質問は多肢選択の 6 つの設問により、13 名から回答を得

た。以下に設問項目と回答結果をそれぞれ示す。 

① 一つひとつの対話の量はいかがでしたか? 

この設問は、教材内容のうち、対話の量についての印象をたずねたものである。その結果「やや

少ない」が 9 名、「やや多い」が 3 名、「多い」が 1 名であった。対話の量については「やや少ない」

との印象が感じられる。 

② 対話に使われている中国語の語句はいかがでしたか? 

この設問は、教材内容のうち、中国語の語句について難易度の印象についてたずねたものであ

る。その結果「簡単」が 2 名、「やや簡単」が 6 名、「やや難しい」が 5 名であった。中国語の語句の

難易度はどちらかといえば簡単なように感じられている。 

③ 会話の速度はいかがでしたか? 

この設問は、教材の音声提示について会話の速度の印象をたずねたものである。その結果「速

い」が 1 名、「やや速い」が 10 名、「やや遅い」が 1 名、「遅い」が 1 名であった。会話の速度はど

ちらかといえば速いと感じられている。 

④ ネットワーク教材は他の教材と比べて使用感はいかがでしたか? 

この設問は、教材の使用感についてこの教材と CD・テキストとを比較するようたずねたものであ

る。その結果「やや使いにくかった」が 1 名、「やや使いやすかった」が 5 名、「使いやすかった」が

7 名であった。教材の使用感については CD・テキストと比べて使いやすかったと感じられている。 

⑤ ネットワーク教材は他の教材と比べて印象はいかがでしたか? 

この設問は、教材の全体的な印象をこの教材と CD・テキストとを比較するようたずねたものであ

る。その結果、「インパクトがあった(ネットワーク教材の方が印象的)」が 6 名、「どちらも同じくらいで

あった」が 7 名であった。どちらかといえばネットワーク教材の印象が強かったと感じられている。 

⑥ ネットワーク教材と他の教材(テキスト付属の CD に録音された音声)とでは、中国語がど

ちらが聞き取りやすいですか? 

この設問は、中国語の音声提示について聞き取りやすさをこの教材と CD に録音された音声と

を比較するようたずねたものである。その結果「どちらも同じくらいであった」が 7 名、「ネットワーク

教材」が 3 名、「他の教材(CD など)」が 3 名であった。聞き取りやすさについてはどちらも同じくら

いと感じられている。 
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3-2.語彙学習教材の使用状況 

また学習者には学習教材の使用状況を尋ねるアンケートを、表 1 に示す次の期間(1 週間ごと)

の 4 回実施した。学習教材へは 18 名が登録しているが回答は任意であったため各回の回答者数

は異なっている。質問は多肢選択の 5 つの設問と数値を回答する 2 つの設問であった。 

表 1 学習教材の使用状況に関するアンケートの実施 

実施回 学習期間 回答者数 

1 2021 年 11 月 22 日～11 月 28 日 13 名 

2 2021 年 11 月 29 日～12 月 05 日 17 名 

3 2021 年 12 月 06 日～12 月 12 日 16 名 

4 2021 年 12 月 13 日～12 月 19 日 16 名 

 

① HSK 学習教材(Quizlet)へのアクセスにはどんな機器を使っていますか?(択一) 

学習教材へのアクセスには一部パソコンを使う場合も見られるが、学習期間全体を通じてほとん

どの学習者がスマートフォンを使っていた（図 7）。 

 

 

図 7 学習教材へのアクセスに使った機器 

 

② 平均してどのくらいの頻度で使用しましたか?(択一) 

学習教材の使用頻度は、4 回を通じて「1 週間に 1 回くらい」が一番多く、次いで「1 週間に 2、3

回くらい」が多かった。第 1 回、第 2 回には「毎日 2 回以上」への選択も見られた（図 8）。 

 

図 8 学習教材の使用頻度 
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③ 平均して 1 回の使用時間はどのくらいでしたか?(択一) 

学習教材の 1 回あたりの使用時間は「10 分以内」が 4 回を通じて一番多く、次いで「10～30 分

未満」が多かった。第 1 回、第 2 回には「30～60 分未満」への選択も見られた（図 9）。 

 

 

図 9 学習教材の 1 回あたり使用時間 

 

④ 教材はどれを使いましたか?(複数選択可) 

学習教材のうち、単語版と対話版の選択をみるとすべての回で単語版の選択が多かった（図

10）。 

 

 

図 10 学習教材の選択(単語版と対話版) 

 

⑤ 学習にはどのツールを使いましたか?(複数選択可) 

学習ツールの選択は「単語カード」が一番多く、次いで「学習」、「テスト」、「筆記」(単語や対話文

に使用されるすべての文字が列挙され、1 文字ずつ入力して単語や対話文を完成する)の順に選

択していた。またゲーム機能も使っていた（図 11）。 
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図 11 学習ツールの選択 

 

⑥ 平均して 1 回あたり、この教材で目にした単語数はどのくらいですか?(数字で回答) 

学習教材の 1 回あたりに目にした単語数は、第 1 回、第 2 回では学習者ごとに異なり、「1～20%

未満」から「200 以上」までどの選択肢も回答があり分散しているように見える。第 3 回、第 4 回では

「1～20 未満」が一番多く、「20～30 未満」、「30～50 未満」とあわせて全体の 80～90%を占めてお

り、50 以上の回答が極端に少ない（図 12）。 

 

 

図 12 学習教材の 1 回あたりに目にした単語数 
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⑦ 平均して 1 回あたり、6)で答えた単語数のどのくらいの割合(0～100%)の単語を憶えたと

感じますか?(数字で回答) 

図 13 に学習教材の 1 回あたりに目にした単語数を基準とした単語記憶量の割合を示し 

図 13 学習教材の単語記憶量(目にした単語数を基準とした割合) 

 

た。単語記憶量の割合は 4 回を通じて 40%以上つまり、「40～60%未満」、「60～80%未満」、「80

～100%」の合計が回答者全体の 60%を超えていた。とくに第 1 回、第 2 回は 40%以上の回答が回

答者全体の 80～90%を占めていた。 

 

4.語彙力テストによる学習効果の検証 

教材による受容語彙の習熟は語彙力テストによって検証した。具体的には中国語語彙能力テス

ト(張ら, 2017)を使って、教材学習の前後で正答率を比較した。中国語語彙能力テストは 48 問の

適語選択問題である。各設問文中の空白にあてはまる一語を 4 つの選択肢から選ぶ問題で、1 か

月の教材学習期間の前後に実施した。解答に不備のない 15 名の結果から t 検定による分析を行

ったところ、学習期間前後の語彙力テストの平均点に有意差は認められなかった(t=-1.1, df=14, 

p=.29)。 

今回、本教材による学習期間は、HSK 試験日を中心とした 1 か月間であった。教材の印象を学

習者に確認することはできたが、教材を使った受容語彙の習熟のためには十分な期間でなかった

可能性がある。 

 

5.現時点での本研究の効果と今後の展望 

アンケートの結果から、この語彙学習教材は従来の CD・テキストを使う教材と同様かそれよりも

ポジティブな印象を持っていると考えられる。ポジティブな印象の要因には、学生が使い慣れてい

るスマートフォンの使用が教材へのアクセスの良さにつながり、使用感の向上としてあらわれている

可能性も含まれている。本教材の使用頻度や使用時間は全体としては大きいものといえないが、

学習者が約 1 か月の間継続して使用していることや、1 回あたりの単語記憶量(割合)の自己評価

が比較的高いことから、語彙力を向上させるために不可欠な学習の繰り返しに有効な教材となって

いることを示唆している。 

さらに、教材内容についての対話量や中国語の難易度についての印象は、学習にとりかかる際
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の心理的抵抗を下げることへの効果が期待される。これは、HSK3 級以上の合格率向上と成績の

安定のために語彙の習得に関心が向くこと、またこの教材を通して中国語を履修する学生の中国

語学習へのモチベーションを高めることにつながると思われる。 

語彙力テストによる検証の結果、この語彙学習教材による受容語彙の習熟に効果があったかど

うかは確かめられなかった。学習教材の使用状況からも本教材の使用頻度や使用時間は全体とし

ては大きいものといえず、学習期間が十分でなかっただけでなく、使用頻度や使用時間に関する

支援が十分でなかったことも要因と考えられる。 

e ラーニングシステムを利用し開発した本教材は、学習者による一定の肯定的な印象が得られ

た。ただし教材を使った学習効果を確認し、成績を向上させるためには、使用方法に関する支援

や学習データの取得と学生へのフィードバックなど検討すべき点が多くある。今後も中国語履修者

に教材を使用し検証を継続する予定である。 
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４ 英語教育におけるモチベーション低下要因の特定と克服 

Identifying and overcoming demotivational factors in English education 

 

所属  大学教育センター 

職名  准教授 

氏名  ローズ ジェイソン 

 

（成果の概要） 

この研究は、5 つのリサーチクエスチョンに答えることを目的としています。これらは以下の通りであ

る。 

1. 福山大学 1 年生が高校時代に経験したやる気をなくさせる要因とは何か？ 

2. やる気をなくさせる要因にグループやパターンがあるか？ 

3. どのような授業、教師、コンテンツの見せ方をすれば、やる気を失わせる要因が減るのか、

学生は考えているか？ 

4. やる気をなくさせる要因に、教師や学校の影響以外のものがあるか？ 

5. やる気をなくさせる可能性の低い授業法でも、教育学的に有効なのだろうか？ 

 

これらの問いに答えるために、アンケートを作成し、大学 1 年生のいくつかのクラスで実施した。ア

ンケートは、高校での英語学習が、生徒の英語学習意欲を減退させたとすれば、それはどのような

点であったかを調べたものである。アンケートの回答者は 202 名であった。 

アンケートは、生徒の自己申告による語学力と現在の英語学習意欲のレベルを評価するいくつか

の質問から構成されていた。その後、27 問のリッカート尺度による質問が続いた。これらの質問で

は、生徒が学習意欲を喪失する原因となりうる 6 つの領域について調べた。これらの領域は次のと

おりである。 

1. 学習者の教科に対する態度 

2. 授業で使う教材  

3. クラス環境と仲間からの影響 

4. 学習者の失敗体験 

5. 授業の特徴 

6. 教師の態度・能力 

 

また、アンケートには、生徒のやる気を失わせた原因（もしあれば）についてのコメントや、教師が生

徒の言語学習に対するモチベーションを向上させる方法についてのアイデアを収集するための質

問も含まれています。 
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研究成果 

上記 6 項目のうち、最も回答が多かったのは、③学習者の失敗体験（Mean=65）であった。次に多

かったのは、(2)クラスの特性 (Mean=37.8%)であった。 

 

 

学習者が認識したモチベーションが低下する原因トップ 5 

アンケートの主要部分には、学習者が 1 から 6 までのリッカート尺度で識別する 27 の質問が含ま

れていた。27 の質問は、菊池（2015, p.141-142）が行ったアンケートから引用した。 

学習者には、英語学習のモチベーションが下がった理由の上位 5 つを質問から選択するよう指示

した。まとめられた結果は以下の通りである。 

 

学習者の興味・関心 

これらの質問は、生徒自身が学習している英語について、どの程度価値があるか、あるいは本物

であると感じているかということに関連しています。また、英語と英語文化に対する生徒の全般的な

態度に関する質問も含まれます。 

 

 

 

2. I lost the purpose of studying English. (英語を学ぶ必要性を感じなかったから.) 

9. I did not have specific goals for studying English. (自分には英語を学ぶ目標がないから.) 

21. I lost my interest in English. (英語そのものに興味がないと感じたから.) 
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Teacher influence
Class characteristics
Experience of failure

Class environment/ Peer influence
Learning/ Class materials

Learner interest in the subject

Reasons students cited for becoming demotivated 
in English learning 
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学習・授業用教材 

これらの質問は、レッスンで使用される教室用教材の関連性と適合性を見るものです。また、教材

の量に関する質問も含まれています。 

 

 

 

7. A great number of textbooks and materials were used. (教科書や副読本（他の教材）がたくさん

与えられたから.) 

10. The topics of English passages were not interesting. (授業で扱う英文のトピック(課題)に興味が

わかなかったから.) 

 

クラス環境・仲間からの影響 

教室環境には、部屋、使用するタスクの種類、クラスの生徒の一般的な態度、教えている教材のレ

ベルの適切さなどが含まれます。これらの点に関連する質問である。この中で特筆すべきは、質問

19 である。学生の回答によると、英語でコミュニケーションをとる機会がないことは、モチベーション

に悪影響を及ぼすとのことである。

 

 

8. My friends did not like English. (まわりの友達が英語が嫌いだったから.) 

19. I seldom had chances to communicate in English. (英語でコミュニケーションをする機会がなか

ったから.) 

24. Internet, AV materials were not used. (インターネット・音声教材（CD）映像教材（DVD）を使わ

なかったから.) 

27. English was a compulsory subject. (英語が必修科目であったから.) 

0 10 20 30 40 50

Question 7

Question 10

Class materials related (# of respondents)
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Question 19
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失敗の経験 

これらの質問は、生徒の成功体験の欠如（学業面でも社会面でも）に関連するものであった。テスト

で成功できなかったり、過去の課題を思い出せなかったりすることは、将来のモチベーションに強く

影響する。注目すべきは、質問 12 です。語彙の多さがモチベーションにマイナスの影響を及ぼし

ていることがわかる。

 

 

1. English sentences were difficult to interpret. (授業で扱う英文の内容は難しかったから.) 

5. I could not do as well on tests as my friends. (友達と比べてテストで得点がとれなかったから.) 

6. I did not understand grammar even though I studied. (文法が勉強してもわからなかったから.) 

11. I got low scores on tests. (定期テストの成績が悪かったから.) 

12. There was too much vocabulary so I couldn’t remember. (わからない英単語・熟語が多すぎて、

覚えられなかったから.) 

17. The content I needed to study for tests was too much. (定期テストの範囲が広すぎたから.) 
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Question 12

Question 17

Question 1

Question 5

Question 6
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クラス特性 

これらの質問は、コースの内容やその提供方法について尋ねたものです。授業の焦点は試験対策

なのか、それともコミュニケーション学習に関連するものなのか。学習している内容が技術的に難し

すぎたのか？ 

 

 

15. Most of the lessons focused on translations. (英語を日本語に訳すことが多かったから.) 

16. Lessons were largely oriented towards entrance exams. (大学入試だけを目的とした授業が多

かったから.) 

20. I had to memorize sentences in the textbooks too often. (教科書の本文の暗記をさせられるこ

とが多かったから.) 

22. The pace of the lessons was not appropriate. (授業のペース(早すぎる・遅すぎる)が適切ではな

かったから.) 

25. I was expected to use grammatically correct English. (先生が文法的に正確な英語を使うことを

求めたから.) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Question 15

Question 16

Question 20

Question 22

Question 25

Question 15

Question 16

Question 20

Question 22

Question 25

0 10 20 30 40 50 60

Class characteristics (# of respondents)



38 
 

教師の影響 

この質問は、教師がどの程度教えることができるかに関連するものです。これには、言語能力、教

え方に関する質問も含まれています。 

 

 

 

3. Teachers’ explanations were not easy to understand. (先生の説明は理解しにくかったから.) 

4. Teachers’ English pronunciation was poor.  (先生の英語の発音が悪かったから.) 

13. Teachers made one-way explanations too often. (先生の一方的な説明が多かったから.) 

14. I thought that the teaching approach was not good. (先生の教え方が悪かったから.) 

18. Teachers shouted or got angry. (先生か感情的にどなったり怒ったりしたから.) 

23. I was disliked by the teacher. (先生に嫌われたから.) 

26. The teacher was unfair. (先生はえこひいきしたから.) 
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英語学習への意欲を高めるもの、低下させるものに関する生徒のコメント 
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５ Fukuyama CLIL and Flipped Classroom Economics Textbook 
 

所属  経済学部国際経済学科 

職名  教授 

氏名  ビセット イアン ジェームス 
 
（成果の概要） 
Output: 
The framework for a textbook for a 2nd-year-level International Economics in English 
was created using a rigorous approach to English language and economic concepts that 
students were exposed to in 1st year at Fukuyama University. It is expected that such 
an approach can be repeated for other subjects/languages. 
 
The laptop computer was used for text analysis, text creation, faculty interviews, and 
data analysis. 
 
Details of the research 
The approach is as follows: there are 4 compulsory 1st-year courses from which the text 
framework was designed. It is important to identify both topic and language that 
students have already studied to maximize the effectiveness of the CLIL approach for 
lower-level students of English. The 4 courses are: “English I”, “English II”, 
“Introductory Macroeconomics”, and “Introductory Microeconomics”. Interviews with 
faculty who teach these subjects was conducted over the period of the research to 
identify topics, concepts, and skills that are repeatable when studying International 
Economics. 
 
 
Each of the 4 courses’ textbooks was analyzed using Readable software to analyze 
language content. 
Notes: 

• Both of the micro and macro economics course textbooks are translations of 
English textbooks so the English versions were analyzed for the purpose of 
assessing typical English language level for such topics 

• Both English I and II use the same textbooks 
• A representative sample was used for each text 
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Text analysis: 
Mankiw Microeconomics chapter 4: The market forces of supply and demand. 
 

 
 
Stiglitz Macroeconomics chapter 22: Measuring Output and Unemployment 

  
 
Smart Choice 2: Review of units 1-3 

  
 
The challenge is immediately clear: textbooks that are at the level of economic 
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knowledge of our students are approximately IELTS 8+. This is very high. An IELTS 
score of 8+ is approximately equivalent to TOEIC 900. But our students are studying 
English from a textbook with an IELTS level of approximately 4-5, which is 
approximately TOEIC 500. 
 
A 15-chapter text framework was created using the goals of the course, combined with 
economic concepts that students had encountered in introductory Macro/Micro. 
Sentences were simplified to limit the scope of the English language without impacting 
the level of the economic concepts: 
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Text framework with references to the 4 compulsory 1st-year classes:
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Here is an example from the created text: 
 

How far away is one country from another? Which country is further away from Japan, 
North Korea or the U.K.? A Professor from Havard University named Pankaj Ghemawat 
created a way to measure how close countries are to one another. 
 
Ghemawat analyzes distance between countries or regions in terms of four categories — 
 cultural, administrative (political), geographic, and economic — each of which 
influences business in different ways. 
 
1. Cultural Distance: A country’s culture affects how people interact with each 
other and with organizations. Differences in religious beliefs, race, social norms, and 
language can create “distance.” A common language, for example, makes trade much 
easier and therefore more likely. Japanese and European consumers, for example, prefer 
smaller automobiles and household appliances than Americans. The food industry must 
consider religion—for example, Hindus do not eat beef. 
2. Administrative or Political Distance: Administrative or political distance is 
created by differences in governmental laws, policies, and institutions, including 
international relationships between countries, treaties, and membership in 
international organizations (for example G7, G20, ASEAN, EURO etc). The greater the 
distance, the more difficult it is to trade. The integration of the European Union is a good 
example of effort to reduce administrative distance among trading partners. Bad 
relationships can increase administrative distance, also: India and Pakistan share a land 
border and linguistic ties, but their long and harsh rivalry has reduced official trade to 
almost nothing. Countries can also create administrative and political distance through 
unilateral measures: Japan limits the imports of rice by having an extremely high tariff 
on imported rice. 
3. Geographic Distance: Geographic distance is about more than simply how far 
away a country is in kilometers. Other geographic attributes include the physical size of 
the country (Japan is very close to the East side of Russia, but very far from the West 
side of Russia), access to the sea, and a country’s transportation and communications 
infrastructure. Basically speaking, geographic distance = cost. 
4. Economic Distance: Disposable income is the most important economic factor 
that creates distance between countries. Rich countries trade more than poor countries. 
German cars are relatively expensive, so the German company BMW is more likely to 
export to Japan or Canada than to Ethiopia or North Korea. 
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Text analysis of the newly created text: 

  
 
The created text has an IELTS level of 4-5, which matches the level of English in 
English I and II. 
 
Further research: 

• As the rating of the created text is only a “D” there are improvements to be 
made to the writing of the text to be more efficient and natural sounding. 

• The initial idea was to create a textbook including local examples. For various 
reasons, including various impacts of COVID-19, travel was limited during the 
research period. As such, more focus was placed on the development of 
appropriate language levels and economic content. Local examples can be added 
at a later stage 
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６ 企業と連携した建築生産における RT,IOT,AI 等の先端技術活用状況の調査 

 

所属  工学部建築学科 

職名  教授 

氏名  梅國 章 

 
（成果の概要） 
当初、建築現場での建築生産における RT,IOT,AI 等の先端技術活用状況を学生により以下

の項目を実施する計画であったが、新型コロナの感染状況の悪化により、長期間建築現場

に学生が出入りして実施する必要のある「２.技術導入効果の把握のための実地調査」につ

いては実施できなかった。また、9 月の経済産業省主催ワールドロボットサミット（名古

屋）への参加と調査も予定していたが、安全を優先し、見送る結果となった。 
しかしながら、状況に対応して計画を修正し、以下に示すように１及び３の調査について

は実施した。 
１ 先端技術群の事前調査と理解   
２ 技術導入効果の把握のための実地調査計画の立案と調整(コロナ禍により実施見送

り) 
3 企業研究者及び施工管理責任者と共同での調査及び評価 

 
上記を通じ、文献調査は建築学会論文集や建築学会大会梗概集を中心に、建築生産の合理

化の視点からのロボットやＩＯＴ開発の過去から現在に至る技術開発の動向やその背景

を、ニーズﾞ課題などを理解し、学修することができた。 
また、現地調査や技術の開発や運用を行う企業研究者や施工管理責任者とのディスカッシ

ョンを通じ、建築生産における RT,IOT,AI 等の先端技術活用の現状、課題さらに将来像を

学修し、学生の理解を深め、それを元に卒業研究を実施し、卒業論文を作成に至った。 
これらの機会を通じ、自分自身での発表及び意見交換を行うことにより、実社会に与える

技術開発成果の効用や課題を学修するとともに、社会でのコミュニケーション能力を身に

着けることが出来た。 
一連の活動を通じ学修した成果により、卒業後は当該分野の先導者となっていくことが期

待される。 
以下実施事項とその内容を示す。 
 
１ 先端技術群の事前調査と理解 
以下の約５０件の文献等について調査し、学生の理解を深め、企業研究者及び施工管理責

任者などとの議論を経て、３本の卒業論文にまとめた。 
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３ 企業研究者及び施工管理責任者と共同での調査及び評価 
以下に示す３ヶ所の建築生産に関連する現場、工場の現地調査を行い、技術者とディスカッ

ションを行った。また、建設会社ロボット開発者とのディスカッションを行った。 
7 月 竹中工務店 岡山営業所新築工事 永田 G L など 3 名参加 
7 月 北川鉄工所 菅田部長他多数参加 
７月 竹中工務店技術研究所 宮口 G L など 2 名参加 
9 月 大林組技術研究所 浜田フェロー参加 
11 月 中国木材    呉工場、郷原工場 小田担当（福山大 O B）など多数参加 
12 月 西尾レントオール 岡山大福機材センター 梶房氏など 4 名参加 
 
竹中工務店 岡山営業所新築工事調査 7/2,7/5 
現地視察とロボット開発の責任者と施工管理者からヒヤリングによる調査を行った。また、

卒業研究の発表も行いディスカッションを行い、学生の理解を深め、卒業研究に結びつけた。 
また、詳細は学長ブログに報告した。 
https://www.fukuyama-u.ac.jp/blog/53904/  
 
 

https://www.fukuyama-u.ac.jp/blog/53904/
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北川鉄工所遠隔操縦クレーン開発状況調査 7/8 
北川鉄工所が開発している遠隔操縦クレーンの調査を行った。大手建設会社も参加する中、

学生が積極的に質問等を行い、卒業研究の資料とした。 
 

 

写真 遠隔操縦システム調査 
 
 

 

写真 遠隔操作クレーン調査 
 
 



52 
 

竹中工務店技術研究所ディスカッション 7/28 
ロボット開発の現状と課題について、主として墨出しロボットを中心に開発者からのヒヤ

リングによる調査とディスカッションを Z O O M により行った。 
特にロボット導入に向けた課題についての有意義な情報を得、学生の理解を深め、卒業研究

に反映できた。 

 
写真 Z O O M ディスカッションの状況（竹中工務店） 
 
大林組技術研究所ディスカッション 8/18 
ロボット開発の現状と課題について、土木と建築のロボット開発相違点についてヒヤリン

グによる調査とディスカッションを Z O O M（各自自宅）により行った。 
N E D O 報告書等の貴重な資料の提供を受け、学生の理解を深め、卒業研究の資料となっ

た。 
 

 
写真 Z O O M ディスカッションの状況（大林組） 
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中国木材 呉工場、郷原工場における木材加工自動に関する調査 8/11 
木材加工における自動化やロボット化の現状について現地調査を行った。詳細は以下の

メルマガ原稿（本年春号予定）に示す。一貫した自動化ラインについてディスカッション

も行い、学生の理解を深め、卒業研究に結びつけた。 
中国木材担当は福山大学 O B 小田氏であり、学生の質問にも非常に丁寧に対応頂いた。 
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西尾レントオール 岡山大福機材センター レンタルロボット機器と施工体制の調査 
12/16 
ロボットの普及に欠かせないレンタル企業を訪問し、墨出しロボットを始め、建築分

野、土木分野の I O T、B I M の導入支援体制などの議論を行い、学生の理解を深め、卒

業研究の考察の資料とした。学生の就職予定先での活用事例も紹介された。 

 

写真 墨出しロボットの稼働状況視察 
 

 
写真 遠隔操作型高所作業車体験状況 
 

以上 
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７ 薬学生による、地域住民への寸劇形式の健康講座のオンライン配信 

 

所属  薬学部薬学科 

職名  准教授 

氏名  猿橋 裕子 

 
（成果の概要） 
●方法及び経過 
実践医療薬学研究室に 9 月配属の 3 年生 6 名が参加した。3 名ずつの 2 グループに分け

てグループごとに健康講座を作成する。地域の実情を調査し、福山市はフレイル対策に力

を入れていることが分かった。そこで、グループ 1 は薬局に来局する高齢者を対象とし、

フレイルについての基礎知識、判定方法、予防方法をまとめた寸劇形式の動画を作成する

こととした。グループ 2 は、新型コロナ感染症でパルスオキシメーターへの関心が高まっ

ていると考え、パルスオキシメーターの正しい使い方を実演し、さらに薬の飲み合わせの

2 部構成で寸劇形式の健康講座を実施することとした。現段階でシナリオまでは作成した

が、新型コロナ感染症の蔓延で 1 月～学生の登校禁止となり撮影は実施できていない。4
月以降撮影を実施する予定である。 

 
●学生の学び 
学生は、社会のニーズを考え、高齢者の健康状況や、ヘルスプロモーションの実施の必要

性を学び自分たちで必要な情報をどのように発信することが効果的なヘルスプロモーショ

ンになるかを考え、試行することができている。又、グループで話し合って協力して達成

することも学んでいる。今後撮影を実施し発信し、発信した情報がどの様に受け止められ

るか、効果や改善点の振り返りを行う予定である。 
 
●健康講座の活用 
昨年度の補助金で撮影を実施した健康講座の youtube 動画は、オープンキャンバス、高校

生の体験講座、広島びんごフィジカルアセスメン研究会のホームぺージ（広島びんごフィ

ジカルアセスメント研究会 | 薬学部 | 福山大学 (fukuyama-u.ac.jp)）の健康お役立ちツ

ール（別紙 1,2）などで活用している。また 2022 年 4 月からププレひまわり薬局尾道中央

店の協力を得て、来局した患者に視聴してもらい、健康講座の有用性についてアンケート

調査を実施する。アンケート調査には作成した学生 6 名中 1 名が参加する。残りの 5 名の

学生にもアンケート結果をフィードバックし自分たちが作成した動画がどの様に役立った

か、さらにどのような改善を行うことでより効果的なヘルスプロモーションが行えるかを

考察する。同様に今年度作成した動画は地元の薬局で活用し検証する予定である。 
 

https://www.fukuyama-u.ac.jp/pharm/pharm-information-disclosure/hiroshima-bingo-physical-assessment-study-group/
https://www.fukuyama-u.ac.jp/pharm/pharm-information-disclosure/hiroshima-bingo-physical-assessment-study-group/
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別紙 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健康お役立ちツール

 薬の飲み合わせ・コロナ感染症対策 h�ps://youtu.be/CU5meN-U7DQ

テーマは、「安全に薬を使おう」、「感染症から身を守ろう」です。
 薬と身近な食品との飲み合わせをはじめ、お薬手帳の使い方が取り上げられています。
グレープフルーツジュース、お茶、納豆はどんな薬と気をつけたらよいでしょうか？
お薬手帳は、どのように役立つでしょうか？

 正しい手指消毒の仕方、マスクのつけ方を動画で分かりやすく説明しています。

寸劇形式の健康講座 ～薬の飲み合わせ・コロナ感染症対策の巻～
Youtubeで視聴できます！
福山大学の薬学部3年生が作成しました。
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別紙 2 

 
 

 
 
 

健康お役立ちツール

 子供の薬の飲ませ方 h�ps://youtu.be/D0RznGSVLGk
テーマは、「お子様に薬を飲ませセルにはどうしたらいいか」保護者の皆様の
疑問にお答えします。

苦い薬の飲ませ方・・どのような食べ物と混ぜると飲みやすいか解説します。
粉薬の飲ませ方・・服薬ぜりーの使い方を紹介します。
水薬の飲ませ方・・スポイトの使い方などを説明します。
坐薬の使い方・・挿入の仕方、半分に切るときの切り方を説明します。

寸劇形式の健康講座 ～子供の薬の飲ませ方の巻～
Youtubeで視聴できます！
福山大学の薬学部3年生が作成しました。
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